


開会 10:00～10:05

講演 10:05～11:05
テーマ１ 『災害時や非常時に備えた自治会での関係性づくりとは』

講師 柴田貴史氏(鹿沼市社会福祉協議会事務局、とちぎ
災害ボランティア実践プロジェクト座長)

ワークショップ 11:05～11:55
①避難所にこんな人が来たらどう対応しますか
②それぞれの役割で出来ることには、何がありますか

閉会 11:55～12:00



講演



災害に備えた自治会の

関係性づくり

社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会 柴⽥貴史

2020.11.21 宇都宮市東市民活動センター

令和２年度 ⾃治会加⼊促進・活性化業務



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

被災後の⽣活って・・・
災害による様々な理由により⾃宅での⽣活に困難がある

Ⅰ 災害が怖い
Ⅱ ⾃宅が倒壊した

Ⅲ つぎの被害に備えて
Ⅳ ライフラインが使えない

Ⅴ ⾃宅は無事だが周辺が被災した
Ⅵ まわりの住⺠が避難しているから

Ⅶ 家の中がグチャグチャで⽣活できない



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

今⽇の 結論

２ ⾃分にできることを考える
１ 住⺠同志の⾒守りがなんとなく

３ 災害前にやるべきことを地域で検討す
る
４ 地域のみんなで⾏動できるようになる

災害を防ぐことはできませんが、発⽣した災害の
被害を⼩さくする取り組みはできる



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

どうする︖

災害はいつ起こるかわからない

だから、最悪を想定して、最善を尽くす

できなかった後悔とやり尽くした後悔は違う

悲しい思いをする前にできることはたくさんある

できないこともみんなで協働して解決しよう



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

だから、講習がある

と、⾔っても事例はあくまで参考にする

⾔葉では伝わらない雰囲気や空気の

感じ⽅は⼈それぞれ違う

だが1度でも聞いている、知っているとでは

気持ちの上では⼤きく違う



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

避難⽣活での課題

１ 世代別の課題 → 誰かが快適だと誰かの不満︖

２ 性別による課題 → 男性は⼒仕事、⼥性は家事︖

３ 時間軸での課題 → いつまでも同じ⽀援でいいの

４ 地域性による課題 → 地域産業、住宅密集によるもの

５ 保健、衛⽣的な課題 → 専⾨家がいないと難しい

６ 避難の種類による課題 → 在宅避難、⾞中泊など

７ 環境（建物）による課題 → できること、あるもの

８ 災害の種類、規模による課題 → 話題にならない



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

１ 避難所とは︖

⽇本では災害救助法により「避難所」は定義されています

「現に救助を必要とする者」に対して、「供与する」と規
定されている⽀援⽅法の１つです

災害によって⾃宅での⽣活を余儀なくされた場合に、

⼀定期間の避難⽣活を⾏う施設のことで、避難所となる施
設は、⾏政の「地域防災計画」などにより指定されている
場合が多いです



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

避難所の種類

【指定避難所類】

１ 指定避難所
災害が発⽣し、⼜は発⽣のおそれがある場合にその
危険から逃れるための避難場所のこと。学校の体育
館や公共施設などの屋内施設が指定されていること
がほとんどである。が、居住の為の施設で無いため
いろいろと不都合が多い。積極的な改善が必要である



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

【指定避難所類】

２ 福祉避難所
災害対策基本法施⾏令に、災害対策基本法による避
難所の指定基準の⼀つとして、「主として⾼齢者、
障害者、乳幼児その他の特に配慮を要する者（以下
「要配慮者」）を滞在させることが想定されるものに
あつては、要配慮者の円滑な利⽤の確保、要配慮者
が相談し、⼜は助⾔その他の⽀援を受けることがで
きる体制の整備その他の要配慮者の良好な⽣活環境
確保がされている施設のこと



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

【指定避難所類】

３ 備蓄避難所
避難所として指定した施設に、あらかじめ応急的に
必要と考えられる⾷料、飲料⽔、仮設トイレ、⽑布、
⾃家発電機、灯光器などの備蓄が避難所のこと

４ 津波避難施設（津波避難ビル、津波避難タワー）
津波から⼈命を守るために津波が浸⽔することが
想定される「浸⽔想定区域」に⼈⼯的に構築した
「⾼台や盛⼟された⼟地」、「津波避難ビル等」に
垂直避難するところ



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

【指定緊急避難場所類】

５ 広域避難場所
地震などによる⽕災や津波等により地域全体が危険
になったときに避難する場所のこと。⼤規模な広場
や公園、⼤学などが指定されている。

６ ⼀時避難場所
災害時の危険を回避するために⼀時的に避難する場
所。また帰宅困難者が公共交通機関が回復するまで
待機する場所のことで、⼤規模な広場や公園が指定
される場合が多い。



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

【指定外避難場所類】

指定避難所が倒壊した、遠くて⾏けない、道路の⼨
断で⾏けない、指定場所が分からない、幼い⼦供や
ペットを連れていて迷惑をかけると思ったなどの理
由により避難所として使わざる得ない状況に応じて
開設した避難所。

７ 公⺠館などの指定されていない公共施設
いずれ、⾷事や物資も配達されるようになるが

８ 公園、神社仏閣、⾼架橋下、敷地の広い家



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

【指定外避難場所類】

９ 在宅避難
避難所に⾏かずに⾃宅で⽣活を続けることです。
災害の種類や規模により避難所に⼊りたくても⼊れ
ない⼈がいる場合やプライバシーの確保のため、
あえて⾏かないという選択をする⼈もいる

10 軒先避難

避難所でなく、⾃宅の敷地やその周辺で避難すること。
倒壊した家屋、敷地内のテントや⼩屋、⾞中泊



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

避難所の外観



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

避難所の外観



２ 避難所運営とは︖

社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

平成２５年８⽉に内閣府が定めた「避難所における良好
な⽣活環境の確保に向けた取組指針」に基本⽅針として
１ 避難所を運営するに当たっては、
・ 発災直後に避難・救助により助かった命の確保が
最優先事項となる時期

・ 次第に⽣活が安定し始め、被災者⾃⾝による⾃治的
な運営が⾏われる時期

といったフェーズに分類し、このフェーズごとに、



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

その設置から解消に⾄るまで、避難所の設置やそのレイア
ウト作り等のハード⾯だけでなく、その運営等に係るソフ
ト⾯についても、⼈員や物資が限られる中、最優先ですべ
き事項や、フェーズの移⾏につれて重要度が増してくる事
項等を整理し、適切に対応していくこと。と記載してある
。さらに、
２ 市町村の災害対策本部の下に、各避難所における被災者
のニーズの把握や他の地⽅公共団体等からの応援及びボラ
ンティア等の応援団体の派遣調整等をする「避難所運営⽀
援班」を組織し、避難所運営を的確に実施することが望ま
しいこと



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

３ 避難所のスペース、⽀援物資等が限られた状況におい
ては、避難者全員、または要配慮者全員に対する機会の
平等性や公平性だけを重視するのではなく、介助者の有
無や障害の種類・程度に加え、性別、環境が変わったこ
とによる健康状態や声の出しやすさ、本⼈の理解、家族
や周囲の状況等、様々な事情を考慮して優先順位をつけ
、⾼齢者、障害者等の枠組みにとらわれず、「⼀番困っ
ている⼈」から柔軟に、機敏に、そして臨機応変に対応
することが望ましいこと。



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

４ 避難所を運営するに当たっては、避難所で⽣活する避
難者だけでなく、その地域で在宅にて避難⽣活を送る者
も⽀援の対象とし、地域の避難所を、情報収集や情報提
供、⾷料・飲料⽔、物資、サービスの提供等に関する地
域の⽀援拠点とすることが適切であること。

→ 避難所から被災者⽀援拠点へ

さらにこの指針に基づき、平成２８年４⽉には内閣府が
「避難所運営ガイドライン」を定め、実施するべき１９
の項⽬（業務）をチェックリスト形式で取りまとめた。



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

避難所の中



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

避難所の中



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

避難所の中



なぜ、避難所に⾏くのですか︖

社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

● ⾏政の避難指⽰が出たから
● ⾃宅が倒壊した。浸⽔した。
● 次の余震や⼤⾬で倒壊する可能性がある。
● ⾃宅は無事だが近隣の被害がひどく、⽣活できない
● 電気、ガス、⽔道のいずれか⼜はすべて使えない
● ⾷事や物資があるから
● 怖いから
● たくさんの⼈がいるから



避難所に⾏かない⼈（在宅避難者）

社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

● 何も被害がなかったから
● 倒壊や⽕災により⾃宅を失った⼈が優先だと思ってい
る
● 被害が少ないといろいろと⾔われて辟易するから
● 居住環境が悪く体調を崩しそうだから
● ペットを飼っているから
● プライバシーを確保したいから
● ⾃宅の防犯のため



避難所に⾏けない理由（在宅避難者）

社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

● 避難所の場所を知らない
● 道路や橋、建物の倒壊により⾏けない
● たくさんの⼈が溢れていて中に⼊れない
● 避難するのに介助が必要だが誰も迎えにきてくれない
● 乳幼児がいてみんなに迷惑をかける可能性があるから
● 障害がある⼜は家族に障害があり迷惑をかける可能性があるから
● 家族に介護が必要な⾼齢者がいて迷惑をかける可能性があるから
● ⽣活の時間が合わなくみんなに迷惑をかける可能性があるから



家に戻れない（戻らない）理由

社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

● ⾃宅が倒壊した
● インフラがダメ
● 怖い
● たくさんの⼈がいる（話し相⼿がいる）ので安⼼する
● ⾷事や物資があるから
● 職員や専⾨家が相談にのってくれるから
● ボランティアがやさしくしてくれるから



運営することが初めて

社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

【地域の役員は】
１ ⾷事や⽑布が不⾜しているけど、いつ納品があるのか
２ ○○テレビです。取材していいですか︖
３ ダメだって⾔ってるのに何でトイレ使ってるんだよ
４ 駅から連絡きてるけど帰宅困難者ってここでいいの︖
５ なんで⾞で避難してくるんだよ︖
６ 数に限りがあるんだから譲り合ってくれよ
７ ⾃宅も被災しているのに何⽇も避難所で寝泊まりする



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

１つ１つはとても似ている同じような質問。
延々と同じことを対応することになる

１件に３分くらい・・・



出典︓「ハイリスク予備軍」の⼈を⾒つけよう 発⾏︓震災がつなぐ全国ネットワーク



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

例えば、避難者が・・・



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

あれ、災対本部以外から
物資が届いた!?

これ、受け取っていいのかな〜

100



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

あっ、また届いたぞ

500



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

2,000

「何かがおかしい」と
思いつつ住⺠が困っているので

受け取っておく



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

やばいなぁ、
置く場所が無くなってきた

6,000



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

ご⾃由にどうぞ
何個でもいいので

どんどん持っていって



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

徒歩圏内の⼩さな商店は倒産



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

例えば、避難者が・・・



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

あれ、なんで
カップ麺が届いたんだ!?

100



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

まだ、全員に配れないし、
あと何個くるのかわからないか
ら隠しておこう

500



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

2,000

そろそろ配り始めないと
ヤバいことになりそうだぞ



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

まずいなぁ、
お湯が間に合わない

6,000



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

ご⾃由にどうぞ
何個でもいいので

どんどん持っていって



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

そ
の
結
果

さ
あ



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

弁当が⼤量に残りゴミが増えた



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

例えば、避難者が・・・



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

よかった。
⽔が届いたぞ

100



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

2,000

２リットルのペットボトルは
重いから⼈気が無いなぁ



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

なんだこれ︕
「ξжю∂Эwater」読めない︕

そもそも飲めるのか!?



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

やばいなぁ、
置く場所が無くなってきた

10,000



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

ご⾃由にどうぞ
ボランティアの⼈も
どんどん持っていって



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

トイレも顔もミネラルウォ-タ-



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

例えば、避難者が・・・



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

下着や靴下が届きはじめた

100



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

2,000

今回は「いろいろなサイズ、
男性、⼥性、⾼齢者、幼児」
細かく要望したからな



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

住⺠に充分に⾏き届いている
サイズに偏りもない
住⺠も喜んでくれている



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

うまくいったぞ
細かく要望を出したのがよかっ
た・・今後も気を付けよう



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

洗濯機が無いから使い捨て



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

避難者も職員も
ボランティアも

大混乱！
失敗も含めて
情報共有して
おかないと
また繰り返す



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

⾃
治
会
の
担
当
者

な
ぜ
、

こ
ん
な
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ

た
ん
だ



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

でも、地元だから逃げられない



３ 避難所格差とは

社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

次の事例は実際にあった避難所のことです。
同じ市内でも差がありました。避難所の担当者は初めて
なりに悩みながら懸命に運営していますが空回りぎみ。
⽬の前にある課題はとても多く、
それだけで精⼀杯。また解決するために誰に相談してい
いのか、⾃分の判断で決断していいのか、わからない。
さらに市内で差があることに気づいていない。



社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

【避難所 タイプＡ】

総合体育館に約４５０⼈が避難している市内最⼤の避難
所。⾚⼗字医療班が拠点を構えている。
全国知事会派遣、中核市市⻑会派遣職員が多数いる。体
育館の床に段ボールと⽑布で寝ている。⾷事は市内の業
者が納品している。
ボランティアはいない。
１⽇４回のトイレ掃除は派遣の⾏政職員がやっている。
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【避難所 タイプＢ】

廃校となった⼩学校の体育館に約90⼈が避難している。
建物が古いため⼼配。洋式トイレが無いため⾼齢者には
難儀。避難者は全員近所の⼈のため顔⾒知り。床に段ボ
ールと布団で寝ている。
⾷事の弁当以外は住⺠⾃ら炊出しをしている。
⾏政職員は避難者数の連絡と相談を受けるくらい。
掃除や在宅避難者への⾷事の配達は住⺠の分担。
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【避難所 タイプＣ】

市⽴中学校の体育館に約70⼈が避難している。
校⻑は早く避難所を閉鎖したい。
昼は閑散としているが夜はとても騒がしいため、
昼夜逆転している⼈もいる。
簡易間仕切りと段ボールベットで寝ている。
⾷事は⼤⼿コンビニのもので何種類か選べる。
隣町の住⺠が約1/3避難している。



４ それって誰がやるの︖
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【避難所運営の主体とは】
１ ⾏政職員にしかできない業務に専念
２ 専⾨的知識のある⼈が⼿伝う
３ 住⺠とボランティアが運営する
４ 顔⾒知りの良さ、よそ者の良さ
５ 全員が動けない被災者ではない
６ かわいそうな被災者と追い込む⽀援者
７ 普段の当たり前の⽣活ができないストレス



⾏政は・・・

社会福祉法⼈ ⿅沼市社会福祉協議会

● 被害の全容を早急に取りまとめている
● ⾏政の動きは迅速か、柔軟か、寛容か︖
● ⾏政職員にしかできない業務徹底して欲しい
● ⾏政職員（⽀援する側）の⼈数は⼗分か︖
● パニックへの配慮、２次被害の抑制
● 通常業務プラス災害対応⇒疲れる、雑になる
● 情報共有会議は機能しているか︖
● 避難所の閉鎖 ⇒ 仮設住宅の建設など



専⾨家の対応が必要な避難者
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１ 何らかの障害がある
２ 健康状態が著しく悪い
３ ⽇常的に介護を必要としている
４ 糖尿病、⾼⾎圧、⼼疾患などの持病が悪化
５ 電源が無ければ⽣命を維持できない
６ コミュニケーションが難しい

→ 気づきやすい
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できるだけ普段、

⽣活するように



災害時に重要なのは
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災害後のテレビ、新聞、インターネットの

情報より、家族、友⼈、同僚などからの

話しが⼀番信⽤できる（間違っている場合もある）

災害時は顔⾒知りのチカラが

⼤きく働きます。

有名⼈、政治家、災害⽀援のプロより有効になる



住民の期待や不安はとても大きい
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災害⽀援は「⾏政」主導と思われている
まだまだ、地域の認知不⾜。
それでいいの︖ 住⺠間の温度差もある
初めての対応だから・・・まあ、仕⽅ないね
初めての対応だから・・・またかよ
初めての対応だから・・いやいや、初めてと⾔っても
初めての対応だから・・・なんで、準備してないの
初めての対応だから・・・じゃ、やめる︖
初めての対応だから・・・やるしかない
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問題は今、時間は解決してくれない誰かに意⾒を求
め、責任も押付けていませんか︖

その場にいる⼈が意⾒を⾔いやすい雰囲気をつくる
（特に⼥性や⼦供、外国⼈など）

あれがあれば、これがあれば・・・
そんなことを⾔っても問題は解決しない
そこにあるもの（道具）だけで、いる⼈で
経験や限られた情報で判断するしかない



先送りせず、判断する
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利害関係のない集団はアイデアの宝庫

みんなで考えた判断は、⽂句が出にくい︖
後からも⽂句を⾔わない雰囲気づくり
願いや思うだけでは問題は解決しない

誰かが決断する重要性



これはわがままですか
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１ コーヒーが飲みたい、酒がのみたい
２ ⽢いものが⾷べたい
３ 温かいものが⾷べたい
４ この⾷事メニューは飽きた
５ もう少し○○サイズの○○が欲しい
６ 明⽇は遊びに⾏きたい
７ 今⽇は少し体調が悪いので役割を休みたい



こんな⼈に気づけますか
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１ 緊急性は⾼くないが避難⽣活に⽀障がある
また、その状態が続いている

２ 避難⽣活のリズムや役割、対処⽅法、活⼒を
⾃ら⾒い出せていない

３ 普段の⽣活では何も⽀障がないのに災害後、
極端に低下した

４ この⼦、こんなに⽢えん坊だったかなぁ



ワークショップ



①避難所にこんな人が
来たらどう対応しますか



・ペットを連れてきた

・車椅子の避難者

・外国人

・けがをした人



②それぞれのみなさんの
役割で出来ることには、
何がありますか



例）
看護師の経験のある方

・重傷者の処置

・医師が来るまでの処置・指導が
できる



まとめ



閉会




